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様 式 第 ５ 号 (第 １ ５ 条 関 係 ) 

審議会会議録  
審 議 会 等 の  

名 称  
第 ２ 回  瑞 穂 市 総 合 計 画 等 評 価 審 議 会  

開 催 日 時  
令 和 ４ 年 ８ 月 ３ ０ 日 （ 火 曜 日 ) 

午 後 ６ 時 ０ ０ 分 か ら ７ 時 ５ ０ 分  

開 催 場 所  総 合 セ ン タ ー  ５ 階  第 ４ 会 議 室  

議 題  
「 瑞 穂 市 第 ２ 次 総 合 計 画 」 に も と づ く 事 業 評 価 （ 令 和

３ 年 度 実 施 分 ） に つ い て  

出 席 委 員  

欠 席 委 員  

 

出 席 委 員  １ ３ 名  

曽 我 部 雄 樹 会 長 、 渡 邉 昭 博 副 会 長 、 小 澤 耕 委 員 、  

加 木 屋 加 緒 里 委 員 、 河 合 一 恵 委 員 、 草 野 貴 光 委 員 、  

椙 浦 良 子 委 員 、 髙 橋 秀 人 委 員 、 中 林 由 紀 子 委 員 、  

林 亜 紀 子 委 員 、 福 田 公 平 委 員 、 保 坂 秀 樹 委 員 、  

松 尾 治 幸 委 員  

 

欠 席 委 員  ２ 名  

吉 田 明 貴 子 委 員 、 吉 田 敏 之 委 員  

 

公 開 ・ 非 公 開  

の 区 分  

(非 公 開 理 由 ) 

公 開   ・   非 公 開  

傍 聴 人 数  ０ 人  

審 議 の 概 要  

開  会  

【 事 務 局 】  

委 員 総 数 １ ５ 名 に 対 し 過 半 数 を 超 え る １ ３ 名 の 出 席

が あ り 、 瑞 穂 市 附 属 機 関 設 置 条 例 第 ８ 条 第 １ 項 に 基

づ き 会 議 が 成 立 し て い る こ と を 宣 言 し た 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

本 会 議 に つ い て 瑞 穂 市 審 議 会 等 の 設 置 、 運 営 等 に 関

す る 要 綱 第 １ １ 条 に よ り 原 則 公 開 す る こ と 、 ま た 第

１ ２ 条 に よ り 当 該 審 議 会 の 傍 聴 を 希 望 す る 者 に 傍 聴

を 認 め る こ と を 各 委 員 に 確 認 し 了 承 を 得 た 。  

 

 

議 事 「 瑞 穂 市 第 ２ 次 総 合 計 画 」 の 令 和 ３ 年 度 実 績 の 評 価 につ

いて 

【 曽 我 部 会 長 】  

事 務 局 に 対 し 評 価 方 法 に つ い て 説 明 を 求 め た 。  
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【 事 務 局 】  

資 料 １ 及 び 資 料 ２ を 用 い 、 評 価 方 法 に つ い て 説 明

を 行 っ た 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

令 和 ３ 年 度 に 実 施 し た 事 業 に つ い て 順 に 担 当 課 に 説

明 を 求 め た 。  

 

「 特 色 あ る 「 瑞 穂 農 業 」 の 促 進 」 に つ い て  

【 曽 我 部 会 長 】  

「 特 色 あ る 「 瑞 穂 農 業 」 の 促 進 」 に つ い て 担 当 課 に

説 明 を 求 め た 。  

 

【 商 工 農 政 観 光 課 】  

資 料 ２ を 用 い 実 施 し た 事 業 に つ い て 説 明 を 行 っ

た 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

担 当 課 の 説 明 に つ い て 、 各 委 員 に 対 し 質 問 ・ 意 見 を

求 め た 。  

 

【 中 林 委 員 】  

商 品 を 作 っ た り 、 Ｐ Ｒ し た り 、 販 売 す る の は 良 い こ

と 。 マ ナ ー を 守 り 、 お 互 い の 心 を 穏 や か に し つ つ 農

政 を 進 め て 欲 し い と 思 う 。  

 

【 椙 浦 委 員 】  

特 産 品 の ガ イ ド や 、 瑞 穂 市 の ガ イ ド ブ ッ ク な ど を 作

成 し 広 報 し た と あ る が 、 ど の よ う な 場 面 、 方 法 で Ｐ

Ｒ を し た の か 。 今 だ と テ レ ビ や ウ ェ ブ 上 な ど 様 々 な

方 法 が あ る と 思 う が 、 特 色 あ る 広 報 の 仕 方 を し て い

る の か 。  

 

【 商 工 農 政 観 光 課 】  

市 外 か ら 視 察 な ど で 様 々 な お 客 さ ん が 来 た 時 に 配 布

を し た 。 総 合 政 策 課 に も 配 布 を し て も ら っ た が 、 い

つ Ｐ Ｒ し て い た の か 。  

 

【 総 合 政 策 課 長 】  

最 も 全 国 的 に Ｐ Ｒ で き て い た の は 、 ふ る さ と 納 税 を

活 用 し た も の で あ る 。 ふ る さ と 納 税 の 中 に 特 産 品 が

入 っ て い る た め で あ る 。 そ の 他 に は 、 県 外 か ら の 視

察 者 に 対 し 資 料 を 送 信 し た り 、 Ｆ Ｃ 岐 阜 の ホ ー ム タ

ウ ン デ ー の 際 に ブ ー ス を 構 え 瑞 穂 市 に つ い て Ｐ Ｒ を

行 う こ と が 主 な 方 法 で あ る 。  

 

 

【 草 野 委 員 】  



-3- 

 

  地産地消推進事業について、令和４年度の事業費が令和３

年度の事業費より多いのは何か意図があるのか。 

 

【 商 工 農 政 観 光 課 】  

令和３年度はコロナで学校が休校になり給食が不要になっ

たからである。 

 

【 草 野 委 員 】  

本 年 度 は 通 常 通 り で あ る の か 。 今 後 事 業 費 を 上 げ た

り 、 給 食 費 を 減 額 す る な ど し 、 市 民 や 子 ど も に 還 元

す る と い う 考 え は な い の か 。  

 

【 商 工 農 政 観 光 課 長 】  

  地 産 地 消 推 進 事 業 費 は 制 度 的 に は 補 助 金 で あ り 、

Ｊ Ａ の 中 央 会 に 県 の 補 助 金 と 合 わ せ て 支 払 い を し

て い る 。 県 産 品 を 給 食 費 に 充 て る と い う こ と で あ

り 、 実 績 と し て 地 元 の も の を 多 く 使 え ば 増 え る か

も し れ な い が 、 当 課 が 積 極 的 に 取 り 組 ん で も 事 業

費 を 増 や し 、 給 食 を 食 べ る 子 ど も に 還 元 す る こ と

に は つ な が ら な い 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

「 特 色 あ る 「 瑞 穂 農 業 」 の 促 進 」 に つ い て 委 員 に 評

価 結 果 の 挙 手 を 求 め た 。  

 

  → 有 効 で あ っ た １ １ 票 、 有 効 と は 言 え な い １ 票  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  

 

「 行 政 評 価 の 充 実 と 推 進 」 に つ い て  

【 曽 我 部 会 長 】  

「 行 政 評 価 の 充 実 と 推 進 」 に つ い て 担 当 課 に 説 明 を

求 め た 。  

 

【 財 務 情 報 課 長 】  

資 料 ２ を 用 い 実 施 し た 事 業 に つ い て 説 明 を 行 っ

た 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

担 当 課 の 説 明 に つ い て 、 各 委 員 に 対 し 質 問 ・ 意 見 を

求 め た 。  

 

【 福 田 委 員 】  

目 標 指 標 、 経 常 収 支 比 率 に つ い て 説 明 を 聞 き た い 。  

 

【 財 務 情 報 課 長 】  

経 常 収 支 比 率 は 低 い ほ ど 良 い と さ れ る 。 基 本 的 に は

一 般 財 源 の 分 母 が 地 方 交 付 税 な ど の 税 収 で あ り 、 分

子 は 経 常 経 費 で あ る 。 経 常 的 な 経 費 の 分 母 と 分 子 の
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割 合 の こ と で あ り 、 臨 時 的 な 工 事 等 も 入 っ て い る 。

新 た な 事 業 を す る と き に 、 こ の 指 標 を も っ て 可 能 で

あ る か 参 考 に す る も の で あ る 。  

 

【 林 委 員 】  

女 性 職 員 の 活 躍 推 進 を 人 材 育 成 の 中 に 盛 り 込 ん で い

る が 、 現 在 の 女 性 管 理 職 の 割 合 は ど の く ら い か 。  

 

【 財 務 情 報 課 長 】  

  割 合 は す ぐ に 答 え ら れ な い が 、 管 理 職 と し て は 部

長 級 が 1 名 と 課 長 級 が ３ 名 い る 。  

 

【 松 尾 委 員 】  

令 和 ３ 年 度 の 実 績 の 事 業 費 で １ ６ 万 ２ 千 円 と あ る

が 、 こ れ は 行 政 改 革 推 進 委 員 の 報 酬 で あ る か 。  

 

【 財 務 情 報 課 長 】  

  質 問 の と お り で あ る 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

令 和 ２ 年 度 の ８ ３ ． ５ ％ か ら ７ ６ ． ９ ％ に 急 激 に 下

が っ た 印 象 を 受 け る 。 数 値 は 一 般 的 に ７ ， ８ ０ ％ 程

度 で あ る た め 適 正 な 値 に 落 ち 着 い た と 思 わ れ る が 、

コ ロ ナ 禍 に よ る 影 響 は ど の く ら い 考 え ら れ る の か 。

ま た 、 コ ロ ナ 禍 の 先 が 見 え た 時 に 事 業 費 が 増 え る こ

と は な い か 意 見 を 聞 き た い 。  

 

【 財 務 情 報 課 長 】  

経 常 収 支 比 率 が 大 幅 に 下 が っ た 一 番 の 要 因 は 、 経 常

収 支 比 率 の 分 母 で あ る 地 方 交 付 税 が 、 令 和 ３ 年 度 は

令 和 ２ 年 度 と 比 較 し 大 幅 に 受 け 取 れ た こ と で あ る 。

一 方 で 、 コ ロ ナ 禍 に よ り 事 業 が で き な い こ と も 要 因

の 1 つ で あ る 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

内 部 的 な 努 力 と い う よ り 、 外 的 な 要 因 の 方 が 大 き い

と い う こ と か 。  

 

【 財 政 情 報 課 長 】  

経 常 収 支 比 率 は 内 部 的 な 努 力 で 大 幅 に 下 げ る こ と が

難 し い も の で あ る 。 外 部 的 な 要 因 は 大 き い が 、 市 全

体 で 目 標 を も ち 経 費 削 減 に 努 め て い る 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

「 行 政 評 価 の 充 実 と 推 進 」 に つ い て 委 員 に 評 価 結 果

の 挙 手 を 求 め た 。  

 

  → 有 効 で あ っ た ９ 票 、 有 効 と は 言 え な い ３ 票  
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「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  

 

「 適 正 な 受 益 者 負 担 と 公 有 財 産 の 管 理 」 に つ い て  

【 曽 我 部 会 長 】  

「 適 正 な 受 益 者 負 担 と 公 有 財 産 の 管 理 」 に つ い て 担

当 課 に 説 明 を 求 め た 。  

 

【 財務情報課長】  

資 料 ２ を 用 い 実 施 し た 事 業 に つ い て 説 明 を 行 っ

た 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

担 当 課 の 説 明 に つ い て 、 各 委 員 に 対 し 質 問 ・ 意 見 を

求 め た 。  

 

【 椙 浦 委 員 】  

未 利 用 地 の 売 却 が ２ か 所 で き た と 言 っ た が 、 こ の ２

つ と い う 数 字 は 割 合 で 言 う と ど の く ら い の 量 で あ る

の か 。  

未 利 用 地 を 売 却 す る た め に 、 ど の よ う な 方 法 で 周 知

し て い る の か 。  

 

【 財務情報課長】  

売 却 で き た ３ 筆 は 正 確 に 割 合 が 出 な い が 、 数 ％ に 満

た な い も の で あ る 。 未 利 用 地 は 、 売 却 で き る も の で

あ れ ば 、 隣 地 の 必 要 な 人 が 購 入 す る が 、 ま と ま っ た

面 積 が な い も の や 長 方 形 の も の な ど 利 用 が 難 し い 土

地 が 多 く あ り 、 売 却 す る こ と が 難 し い 。 ま た 、 売 却

単 価 が 高 い の も 未 利 用 地 の 売 却 が で き て い な い 原 因

の 一 つ で あ る た め 、 売 却 で き る よ う 料 金 の 改 定 を 検

討 し て い る 状 況 で あ る 。  

 

【 松 尾 委 員 】  

事 業 費 の １ ８ ７ 万 １ 千 円 は 不 動 産 業 者 へ の 仲 介 手 数

料 で あ る の か 。  

穂 積 町 領 下 分 の 土 地 １ 筆 の 面 積 は ど の く ら い か 。  

法 定 外 公 共 物 ３ 筆 は 赤 道 青 道 の 用 途 を 変 更 し て の 廃

止 で あ る た め 、 隣 地 の 人 に 売 却 し た の か 。 売 却 益 の

入 り 先 と 金 額 は ど の く ら い か 。  

 

【財務情報課長】  

事 業 費 に は 不 動 産 業 者 の 仲 介 も あ る が 、 鑑 定 料 な ど

の 経 費 と な っ て い る 。  

領 下 の 面 積 は １ ． ４ ５ 平 米 で あ る 。 領 下 は 少 な い

が 、 用 途 廃 止 し た 方 は ４ ５ 平 米 と １ ５ 平 米 で あ る 。  

用 途 廃 止 に つ い て は 、 赤 道 と 青 道 に つ い て 変 更 し て

い る た め そ の 隣 地 の 方 や 、 家 の 中 に 青 道 が 走 っ て い

る 方 に 売 却 を し て い る 。 売 却 益 は 市 の 収 入 と し て 全
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額 入 り 、 領 下 分 が １ 万 ６ 千 ４ ６ 円 、 用 途 廃 止 分 が ３

１ ８ 万 ４ 千 ２ ０ ０ 円 で あ る 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

「 適 正 な 受 益 者 負 担 と 公 有 財 産 の 管 理 」 に つ い て 委

員 に 評 価 結 果 の 挙 手 を 求 め た 。  

 

→ 有 効 で あ っ た １ １ 票 、 有 効 と は 言 え な い １ 票  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  

 

「 組 織 体 制 の 強 化 と 人 材 育 成 」 に つ い て  

【 曽 我 部 会 長 】  

「 組 織 体 制 の 強 化 と 人 材 育 成 」 に つ い て 担 当 課 に 説

明 を 求 め た 。  

 

【 総務課長】  

資 料 ２ を 用 い 実 施 し た 事 業 に つ い て 説 明 を 行 っ

た 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

担 当 課 の 説 明 に つ い て 、 各 委 員 に 対 し 質 問 ・ 意 見 を

求 め た 。  

 

【 加 木 屋 委 員 】  

研 修 の 方 に 該 当 者 全 員 な ど 延 べ 人 数 は 書 か れ て い る

が 、 約 何 割 の 方 が 参 加 し て い る の か 。  

 

【 総務課長】  

研 修 に つ い て は 、 保 育 士 を 対 象 と し た 研 修 等 を 含 む

た め 人 数 的 に は 多 く な っ て い る 。 役 所 内 の 研 修 で の

感 触 で は あ る が 、 約 ６ 、 ７ 割 の 職 員 の 参 加 が 見 込 ま

れ て い る と 考 え て い る 。  

 

【 椙 浦 委 員 】  

コ ロ ナ 禍 で オ ン ラ イ ン で の 研 修 が 充 実 し た と 話 が あ

っ た が 、 保 育 士 の 会 議 は 全 く 市 の 体 制 が 整 っ て お ら

ず 、 オ ン ラ イ ン 会 議 や 研 修 は で き て い な い 状 況 で あ

る 。 今 の 保 育 士 も 含 む 部 分 で 進 ん で い る の か 。  

 

【 総 務 課 】  

保 育 所 に つ い て は 全 く ハ ー ド 面 が 整 っ て い な い 部 分

が あ る 。 こ れ に 関 し て は 財 務 情 報 課 と の 協 議 に な る

が 、 市 役 所 で も 巣 南 庁 舎 、 穂 積 庁 舎 で も オ ン ラ イ ン

で 使 え る パ ソ コ ン が ３ 台 ず つ し か な く 、 ハ ー ド 面 が

整 っ て い な い 。 保 育 所 で も 未 だ に 対 面 で の 研 修 が 多

い の が 事 実 で あ る 。 パ ソ コ ン の 貸 与 や 購 入 に つ い て

は 、 今 後 の 課 題 に な る と 考 え て い る 。  

【 中林委員】  
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市 町 村 の 研 修 等 と あ っ た が 、 私 も 研 修 や 会 合 等 で 会

場 を 使 う こ と が あ り 、 内 容 も あ る 程 度 把 握 し て い

る 。 勉 強 の 研 修 や 会 合 で は な く 、 人 と 人 と の 交 流 に

反 映 さ れ る も の が 良 い と 思 う 。 市 町 村 の 人 た ち に 向

け て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 取 り 方 や 、 人 と の 交 流 を

図 り 育 て て い く こ と に 力 を 入 れ て 欲 し い と 思 う 。 形

だ け で は 終 わ ら な い よ う に し て ほ し い 。  

 

【 松 尾 委 員 】  

年 度 別 実 施 計 画 の 中 に は 、 令 和 ３ 年 や ４ 年 、 ５ 年 に

高 度 な 専 門 知 識 の 習 得 の た め 、 自 治 大 学 校 へ の 派 遣

等 を 積 極 的 に 実 施 す る と 書 か れ て い る 。 し か し 実 績

で 言 う と 、 派 遣 は 岐 阜 土 木 の 職 員 講 義 の 一 件 だ け で

あ り 、 積 極 的 と い う 割 に は 実 績 が な い と 感 じ る 。 そ

の 辺 の 見 解 を 知 り た い 。  

近 く に 朝 日 大 学 が あ る が 、 専 門 的 講 座 を 受 け 、 ま た

朝 日 大 学 か ら 先 生 を 講 師 に 選 ぶ こ と が あ る の か 、 そ

の 辺 り の 関 係 を 聞 き た い 。  

 

【 総 務 課 長 】  

派 遣 研 修 に つ い て 、 岐 阜 土 木 事 務 所 へ １ 名 派 遣 と 言

っ た が 、 実 際 に は 全 国 市 町 村 国 際 研 修 所 と い う 滋 賀

県 に あ る 研 修 所 で あ る 。 ま た 、 市 町 村 ア カ デ ミ ー は

千 葉 県 に あ る 研 修 所 で あ る が 、 そ の よ う な 場 所 へ 希

望 す る 職 員 に つ い て は 手 挙 げ 制 に よ り 、 派 遣 を 積 極

的 に 行 っ て い る 。 全 国 か ら 集 ま る 職 員 、 類 似 の 業 務

に 携 わ る 職 員 が 意 見 交 換 を す る よ う な 場 に も な っ て

お り 、 以 上 の よ う な 形 で 知 識 を 習 得 し 、 持 ち 帰 り 、

ま た 業 務 に 生 か し て も ら っ て い る 。  

朝 日 大 学 に つ い て は 研 修 を お 願 い し た こ と が あ り 、

様 々 な 形 で 研 修 の 場 を 設 け て も ら っ た 。 今 現 在 は な

く 市 民 協 働 安 全 課 の 方 で 地 域 の 方 の 研 修 を 行 っ て い

る と 聞 い て い る 。 そ の よ う な 形 で 進 め て い る 状 況 で

あ る 。  

 

【 福 田 委 員 】  

  今 現 在 岐 阜 保 健 所 に は 市 町 村 か ら １ 名 行 っ て い る

が 、 参 加 人 数 に は 数 え な い の か 。  

 

【 総 務 課 長 】  

  保 健 所 派 遣 に つ い て は 最 近 要 請 が 始 ま っ た も の で

あ り 、 参 加 人 数 に 含 め て い な い 。 得 る も の は 多 く

あ る と 思 う が 、 研 修 と い う よ り は 要 請 に 応 じ て の

派 遣 で あ る た め 含 め な い こ と と し た 。  
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【 曽 我 部 会 長 】  

「 組 織 体 制 の 強 化 と 人 材 育 成 」 に つ い て 委 員 に 評 価

結 果 の 挙 手 を 求 め た 。  

 

→ 有 効 で あ っ た １ ２ 票 、 有 効 と は 言 え な い ０ 票  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  

 

「 消 防 団 員 の 確 保 」 に つ い て  

【 曽 我 部 会 長 】  

「 消 防 団 員 の 確 保 」 に つ い て 担 当 課 に 説 明 を 求 め

た 。  

 

【 市 民 協 働 安 全 課長】  

資 料 ２ を 用 い 実 施 し た 事 業 に つ い て 説 明 を 行 っ

た 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

担 当 課 の 説 明 に つ い て 、 各 委 員 に 対 し 質 問 ・ 意 見 を

求 め た 。  

 

【 松 尾 委 員 】  

団 員 の 確 保 に つ い て 、 女 性 の 消 防 団 員 は ９ 名 と 言 っ

た が 、 こ の ９ 名 の 内 訳 は ど う な っ て い る か 。  

１ ８ 歳 以 上 の 学 生 で あ れ ば 消 防 団 員 に 入 れ る と 思 う

が 、 今 現 在 学 生 消 防 団 員 は い る の か 。  

分 団 の 運 営 費 に つ い て 、 以 前 は 消 防 友 の 会 か ら 助 成

金 を も ら っ て い た と 思 う が 、 今 現 在 は ど の よ う に 確

保 し て い る の か 。  

 

【 市 民 協 働 安 全 課 長 】  

正 確 な 数 字 は 分 か ら な い が 、 女 性 消 防 団 員 ９ 名 の 中

に 職 員 が ３ 人 程 い た と 思 わ れ る 。 女 性 消 防 団 は 一 般

の 方 を 集 め る の が 難 し く 、 最 初 は 市 の 職 員 だ け で 構

成 を し て い た 。 次 第 に 一 般 市 民 の 方 に も 参 加 し て も

ら え る よ う に な り 職 員 も 手 を 引 き 、 今 現 在 数 名 残 っ

て い る 状 況 で あ る 。  

学 生 団 員 に つ い て は 現 在 女 性 消 防 班 に １ 人 、 各 分 団

に い る 男 性 の 団 員 の 中 に １ 人 、 地 域 か ら 選 ば れ た 朝

日 大 学 の 学 生 が 今 年 か ら 入 っ て い る 。 年 度 当 初 、 先

日 も 行 っ た 操 法 訓 練 の 選 手 と し て 手 を 上 げ 積 極 的 に

参 加 し て い る 。  

分 団 の 運 営 費 に つ い て は 、 か つ て 消 防 友 の 会 等 で 分

団 に お 金 が 入 り 、 そ れ に 加 え 消 防 団 員 へ の 報 酬 に つ

い て も 分 団 に 入 っ て い た 経 緯 が あ る 。 し か し 、 報 酬

に 関 し て は 本 人 払 い に す る 必 要 が あ る と い う 全 国 的

な 問 題 視 に よ り 、 数 年 前 か ら 瑞 穂 市 で も 年 額 報 酬

や 、 出 勤 し た 際 に 支 払 う 報 酬 全 て 個 人 払 い に し て い

る 。 こ れ に よ り 分 団 に 入 る お 金 は 少 な く な っ て い る
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が 、 分 団 の 運 営 費 は す で に 支 払 っ た 報 酬 の 中 で 積 み

立 て 、 参 加 す る 人 が 自 分 の 分 は 払 う と い う 形 態 で 行

う よ う 説 明 し て い る 。 分 団 に よ っ て は す で に 個 人 で

支 払 う 報 酬 を 月 々 分 団 に 集 め て も ら い 運 営 を し て い

る 態 勢 を と っ て い る 。 今 ま で 分 団 に お 世 話 に な っ た

消 耗 品 等 は 、 市 で 責 任 を 持 ち 負 担 す る こ と で す み 分

け を し て い る 状 態 で あ る 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

「 消 防 団 員 の 確 保 」 に つ い て 委 員 に 評 価 結 果 の 挙 手

を 求 め た 。  

 

→ 有 効 で あ っ た １ ２ 票 、 有 効 と は 言 え な い ０ 票  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  

 

「 安 心 ・ 安 全 な 学 校 づ く り の 推 進 」 に つ い て  

【 曽 我 部 会 長 】  

「 安 心 ・ 安 全 な 学 校 づ く り の 推 進 」 に つ い て 担 当 課

に 説 明 を 求 め た 。  

 

【 学 校 教 育 課 】  

資 料 ２ を 用 い 実 施 し た 事 業 に つ い て 説 明 を 行 っ た 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

担 当 課 の 説 明 に つ い て 、 各 委 員 に 対 し 質 問 ・ 意 見 を  

求 め た 。  

 

【 椙 浦 委 員 】  

ハ イ パ ー Ｑ Ｕ と い う ア ン ケ ー ト に つ い て 、 実 施 の 際

に 学 校 に 来 て い な い 子 は ど の よ う に 行 っ て い る の

か 。  

適 応 指 導 教 室 で あ る あ じ さ い ス ク ー ル に つ い て 、 以

前 か ら ４ 月 は 休 み で あ っ た が 現 在 は ど う な っ て い る

か 。 あ じ さ い ス ク ー ル が 力 を 付 け る 場 で あ る の か 、

学 校 へ 戻 す た め の 場 で あ る の か そ の ス タ ン ス に よ り

子 ど も に と っ て 本 当 の 居 場 所 に な る か が 問 題 に な る

た め 、 ４ 月 の 在 り 方 は 非 常 に 重 要 で あ る と 思 う 。  

教 室 と あ じ さ い ス ク ー ル の 間 に な る 場 所 (穂 積 中 で

言 う 第 ３ 相 談 室 )の 有 無 は 学 校 に よ り 異 な る が 、 そ

の よ う な 場 は 絶 対 に 必 要 で あ る と 思 う 。 相 談 室 が な

い 学 校 も あ り 、 教 室 と あ じ さ い ス ク ー ル と い う 体 制

で は 足 り な い と 思 っ た た め 、 そ の 辺 の 取 り 組 み に つ

い て 聞 き た い 。  

 

【 学 校 教 育 課 】  

ア ン ケ ー ト を 取 っ た 時 に 休 ん で い る 生 徒 に つ い て

は 、 様 々 な 事 情 に よ り 休 ん で い る と 思 わ れ る が 、 多

く の 子 た ち の 気 持 ち や 状 況 を つ か み た い と 考 え て い
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る た め 可 能 な 範 囲 で ア ン ケ ー ト を 取 る よ う に 心 が け

て い る 。  

あ じ さ い ス ク ー ル の ４ 月 休 み は 現 在 も 続 い て い る 。

４ 月 は 新 し い 出 会 い を 大 切 に し 、 ま た 自 分 の 新 し い

ス タ ー ト を 大 事 に し て ほ し い か ら で あ る 。  

教 室 と あ じ さ い ス ク ー ル の 間 に あ る 相 談 室 に つ い

て 、 穂 積 中 学 校 に は 第 三 教 室 が あ る 。 環 境 も 整 っ て

お り 、 先 生 方 や 担 当 の 方 が 見 え る が 、 学 校 に よ っ て

は 教 員 の 事 情 も あ り 、 す べ て の 時 間 に 相 談 室 に 入 る

こ と が 厳 し い 部 分 も あ る 。 し か し 中 学 校 で 言 う と 、

穂 積 北 中 学 校 や 巣 南 中 学 校 に も 相 談 室 が あ り 、 先 生

と い う 担 当 が い る の で 、 子 ど も が 来 た 時 に 居 場 所 は

必 ず あ る 。 一 方 で 、 人 と 関 わ り た く な い と い う 子 も

い る た め 、 そ の 教 室 の 中 で も さ ら に 区 切 る な ど そ れ

ぞ れ に あ っ た 対 応 が 可 能 で あ る 。  

小 学 校 に な る と 相 談 室 が 保 健 室 や 、 職 員 室 の 一 部 分

と な り 状 況 が 変 わ る た め 、 一 概 に 相 談 室 が す べ て あ

る と は 言 え な い 状 況 で あ る 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

「 安 全 ・ 安 心 な 学 校 づ く り の 推 進 」 に つ い て 委 員 に

評 価 結 果 の 挙 手 を 求 め た 。  

 

→ 有 効 で あ っ た １ １ 票 、 有 効 と は 言 え な い １ 票  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  

 

 

閉  会  
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